
川崎商工会議所

地域産業部 入澤 光



 １．本制度の目的

 ２．今年度の実施概要（参加大学・企業）

 ３．今年度のスケジュール

 ４．アンケート結果報告

 ５．意見交換



市内７大学・市内企業・川崎商工会議所が
連携・協力して、市内７大学の学生に企業
での「就労体験」を提供することで・・・

 ①次世代の“地域経済の担い手”となる人
材を育成する。

 ②就労意識を醸成し、職業選択の一助となる
専門知識の習得などを通じて勉学意欲の向
上を目指す。



 インターンシップ受入企業（１９社）
No
. 企業名

受入
人数

実習
日数

1 （株）LR小川会計 5 人 5 日間

2 （株）ＮＴＴ東日本 神奈川支店 2 人 4 日間

3 （株）アーバン企画開発 3 人 10 日間

4 （株）アール・エヌ・ゴトー 1 人 12 日間

5 （有）エー企画 1 人 10 日間

6 ジェクト（株） 1 人 10 日間

7 （株）タムラコーポレーション 2 人 9 日間

8 （株）つな川 2 人 6 日間

9
（株）ホンダクリオ共立
（Honda Cars 川崎／品川）

3 人 13 日間

10 （株）ライフコーポレーション 1 人 5 日間

No
. 企業名

受入
人数

実習
日数

11
（株）安全ホンダ神奈川
（Honda Cars 川崎中央）

4 人 9 日間

12 （株）横浜銀行川崎支店 6 人 5 日間

13
（株）経理バンク /
東京ＪＡＰＡＮ税理士法人

3 人 10 日間

14
（有）佐野商店
（ｾﾚﾓﾆｱｸﾞﾙｰﾌﾟ（株）セレモニア）

4 人 10 日間

15 賛友精機（株） 1 人 5 日間

16 川崎信用金庫 12 人 10 日間

17 川崎鶴見臨港バス（株） 4 人 5 日間

18 米山ファッションビジネス専門学校 6 人 7 日間

19 （株）豊受 1 人 8 日間

合 計 62 人



 インターンシップ参加大学（７大学）

No. 企業名 参加人数
1 昭和音楽大学 1 人
2 洗足学園音楽大学 -
3 専修大学 11 人
4 田園調布学園大学 -
5 日本女子大学 2 人
6 明治大学 30 人
7 和光大学 18 人

合 計 62 人



 第1回～第3回の推移



3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

3/11 
説明会

4/30
＜企業＞

「概要書」
「計画書」
提出締切

5/11
「概要書」
「計画書」
大学提出

7/3
＜大学＞
「志願書」
提出締切

7/8
「志願書」
企業提出

7月中
＜企業＞
受入学生
決定通知
覚書締結

8月～9月
実習



＜Ｑ．実習先企業を選択した理由は？＞ （回答数48）

▼ 就職を希望する企業・

業界を実習先として

選択する学生が半数

以上となっている。

▼ 希望する企業・業界が

定まっていない学生は、

「概要書・計画書」で判

断している。



＜Ｑ．実習後の企業・業界のイメージは変化したか？＞

▼ 75％の学生が「イメージ

が良くなった」と答える。

▼ 「変わらない」理由、学生

の企業・業界研究どおり

▼ 「悪くなった」理由として、

不況の厳しさを感じた、

自分の就業スタイルと合わない

（回答数48）



＜実習後の企業・業界への就職意欲は？＞ （回答数48）

▼ 実習企業への就職を希望し

ている実習生は15人おり、

7企業に渡っている。

▼ 希望業界として実習先を選択した

学生のうち、7人は実習先企業を
就職先の候補として考えている。

▼ 希望企業・業界がない学生も、実
習後、実習業界を就職先候補に。

参加理由＼就職意欲

実習企業 実習業界 その他

希望企業 6

希望業界 7 12 2

概要書・企画書 1 7 7

その他 1 1 4



＜実習での目的達成度は？＞（回答数48、平均7.8点）

▼ 点数が高い学生の意見は、
・就業体験、業務内容の理解

・社会人との交流

・自身の強み・弱み発見

▼ 点数が低い学生の意見は、
・準備不足、積極さ不足

・業務体験が少ない

・計画書と実習が異なる



項目 参加目的 参加メリット 今後期待

1 市内大学からの雇用・リクルート活動の一環 7 ■■■■■■■ 3 ■■■ 7 ■■■■■■■

2 地域貢献活動 6 ■■■■■■ 0 0

3 自社業種・業界の業務内容・役割を知ってもらう 4 ■■■■ 2 ■■ 5 ■■■■■

4 社内・職場の活性化 4 ■■■■ 3 ■■■ 2 ■■

5 社員の意識向上・教育・スキルアップ 3 ■■■ 7 ■■■■■■■ 3 ■■■

6 学生の就業意識（目的・意向）の把握 3 ■■■ 2 ■■ 2 ■■

7 企業のイメージアップ・ＰＲ・広報活動 2 ■■ 2 ■■ 2 ■■■

8 企業・大学・学生との関係構築、相互発展 2 ■■ 1 ■ 2 ■■

 参加目的・今後期待すること共に、「リクルート活動の一環」が第1位

 「地域貢献活動」としてインターンシップにご協力いただけている。

 参加して感じるメリットは、「社員の意識向上・スキルアップ」が第1位



・今回の学生さんは、「真剣さがあった」、「素直であった」、「何かを学び取
ろう、得ようという気持ちが見受けられた」、「積極的であった」

・大学の担当者の電話番号・メールアドレスがわかっていたので、事務処理
がスムーズに行えた。

・実習前に受入学生向けに開催した説明会のおかげでスムーズに進んだ。

・大学、学生とも複数回のやり取りができ、熱意・意気込みが伝わった。

・留守の場合でも折り返しの連絡があり、助かった。

＜実習学生・大学について“良かった”こと＞



▼ 事務の流れ・諸手続について

・各大学で違っている「評価書」の統一をしてほしい

・学生との連絡では、大学にあいだに入ってほしい

・学生へのＥメールエチケットの教育

・交通費の負担についてルール化されると助かる

・志願書には写真の添付があると選考しやすい

＜大学・学生に希望すること＞



▼ 実習について

・自分の意見があれば積極的に質問してほしい。

・インターンシップに参加する目的をしっかり持って参加願いたい。

・当社の事業内容等、少しでも調べてから来てもらいたい。

・単位認定を目的としたインターン生は、主体的意識が乏しく感じられる。
他の学生にも悪影響を与えてしまう。

＜大学・学生に希望すること＞



・企業様と直接お話しができたことで、安心して学生を送り出せました。

・各企業の担当者様と密に連絡を取り合い、滞りなく進行した。

・選考結果について、早めの合否連絡を頂き、安心することができた。

・受入担当の方に熱心な指導を頂いて大変ためになったという学生の声が
多かったです。

＜受入企業とのやり取りで“良かった”こと＞



▼ 事務の流れ・諸手続について

・「計画書」で、日々の業務内容（研修内容）が詳細にわかる記載を。

・企業側から、“学生選考の決定時期の目安”及び“選考の進捗状況”を
教えてほしい。

・受入企業からの連絡について、特に夏季休暇で学生が通学していな
い時期は、大学経由ではなく、学生と直接連絡を取って頂けるとスムー
ズになります。

・「計画書」で、複数のプログラムで学生を募集している場合は、全体の
募集人数および当該制度での募集人数がわかるとよい。

＜受入企業に希望すること＞



▼ 実習について

・お取りまとめの部署とお受け入れの部署での温度差がないようにお願
いいたします。

・現場での実習（営業同行等）を増やして欲しい。

・学生がどの程度まで積極的な姿勢をとって問題がないのか。忙しく働
いていらっしゃる社員の方に質問など声をかけることははばかられる。他
方、黙っていると消極的（場合によってはやる気がない）と取られかねま
せん。企業様でもそうした学生の心の内をご理解いただけますと大変助
かります。

＜受入企業に“改善してほしい”、“希望する”こと＞



▼ ① 新しい受入企業を増やしてほしい。（音楽、金融、アパレル関係、女性採用に
積極的な企業、文系学生の受入可能企業、川崎フロンターレ、当所等）

▼ ② 川崎商工会議所内の学生選考状況について情報提供してほしい

▼ ③ 事務手続きの手順がわからない、忘れてしまう

▼ ④ 前年度の実習の様子や実習生の体験談を教えてほしい

▼ ⑤ 学生にＥメールのマナー教育をしてほしい

▼ ⑥ 企業・大学・商工会議所との情報交換の場を設けてほしい
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